
 

 

 

 

 

～ 今こそ 伸・深・進 ～ 
令和６年も残りわずかとなりました。年明け１８・１９日には，大学入学共通テストが実施されます。

皆さんの夢の実現まで、あともう少し。いよいよ手の届くところまできました。高校入学以来、どれだけ

この機を待ち望んできたことでしょう。日々の勉学への努力を今こそ存分に発揮するときです。高校生活

最後の冬休み、学力をさらに伸ばし、学習事項への理解を深め、志望校合格のための「戦略」を十分に練

って、進路実現に全力を注いでほしいと思います。 

また、既に進路を決定している皆さんも、入学までに学力をさらに高めたり、進路に直結した勉強に励

んだりしてほしいと思います。先日説明したように、自動車学校への入校やアルバイトについては、３年

生が自由登校に入る１月２１日（火）からのみ許可されていますので、注意してください。 

①  併願を含めた受験校の決定を！ 

保護者懇談会では、受験校についての詳細な検討を行います。保護者や担任からは、様々な意見やア

ドバイスがあるでしょう。しかし「あなたの人生はあなたのもの」です。周囲の声に耳を傾けながらも、

最後は自身で判断を下しましょう。一方、現実問題として、共通テストの結果によっては志望校を変更

せざるを得ない状況もあるかと思います。それまでに次の「三段構え」で，併願校を含めた受験校をイ

メージしておくと良いと思います。 

チャレンジ校 （自身の最大力＋αで手が届く憧れの大学：Ｃ～Ｄ判定） 

実力相応大学 （自身の普段の実力発揮で手が届く大学：Ｂ～Ⅽ判定） 

いわゆる「滑り止め(押さえ)」大学 （浪人不可な人は受験しておく：Ａ判定） 

※ 私大の「共テ利用」入試は、共通テスト本試よりも出願締切が早い場合があるので要注意！ 

※ 国公立大学は、前期に合格して入学手続きをすると、中後期への合格権利を失います。従って、通

常は前期で第１志望校を受験します。今更ではありますが、国公立大学では 1 月 27 日（月）～2

月 5日（水）の期間内に前期・中期・後期すべての出願を終えなければなりません。自己採点後、

すぐに受験校検討に入らなければならないことを肝に銘じておきましょう。 

② 受験校決定の際の「譲れないこと」を明確に！ 

 受験校決定の際の、あなたの「譲れないこと（一番大切な事柄）」は何でしょうか？ 

「全国どこでも良いので、少しでも名のある大学で〇〇学の勉強をしたい」 

「できれば国公立大学または地元の大学に進学して、経済的負担を抑えたい」 

「最終目標は看護師になること。だから場合によっては専門学校でもよい」 

こだわりや決め方は人それぞれです。悔いのないよう、保護者や担任ともよく相談して下さい。 

③ 保護者協力のもと入試スケジュールの作成を！ 

国公立入試日は固定ですが、私立大学は日程がまちまちです。複数の大学を受験する際は、必ず入試

スケジュールをつくりましょう。受験日が重複している、あるいは「金沢で受験した翌日に関東で受験」

のような無理のある日程になっていないか確認しておきましょう。 
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保護者の方へ ～三者面談に際して～ 

１．受験校・進学可能な地域の決定について 

受験費用や学費の工面も悩ましいところではありますが，進学地域(大学)を限定することは「本人の可

能性を限定する」ことにも繋がりかねません。ここで皆様にお願いしたいことは、国立・私立に限らず、

是非「本人の第１志望校(学部)」を念頭に、受験校・進学可能地域を考えて頂きたいということです。こ

の時期、生徒は様々なことに敏感であり、保護者の意向を表情や言葉から読み取り、自暴自棄になった

り、本心とは異なる言葉を発したりすることがあります。三者面談を前に、改めて本人の本心を確認して

いただき、その思いを中心に据えた受験校選び・進学可能な地域をお考えください。 

２. 私大併願校は何校受験するとよいか 

国公立（第１志望校）以外に「私大 3校程度」、つまりは、本人の学力をもとに「挑戦」「相応」「安

全」校を受験するのが一般的とされます。ただし、仮に合格しても行く気がないのであれば、あるいは本

人の学力とあまりにかけ離れた挑戦校となると、必ずしもこの限りではありません。また、受験に際して

はそれぞれの大学に合わせた対策が必要であり、受験校が増えるほど、本人の体力や気力も消耗されま

す。さらに県外での受験を含む場合には、受験料以外に宿泊費や交通費もかかります。こうした労力や費

用に見合う受験の機会であるか、何より、本人が進学後も充実した生活を送ることのできる大学であるか

どうか、お子様とともに慎重にお考えの上、判断していただけたらと思います。 

３．本人の体調管理・受験スケジュールの調整を 

年明けから３月末まで、受験シーズンは長丁場となります。この間の体調不良や感染症罹患は避けたい

ところです。体調不良が疑われるときは十分に休養を取らせるとともに、早めに医療機関への受診をお願

い致します。また、日頃からの栄養管理も重ねてお願い致します。 

受験スケジュールについて、その骨子は本人が作成するものですが、受験の宿泊先や交通手段、合格手

続締切日(学納金入金締切日)の確認、費用の工面は皆様の支援が必須です。お子様が最後まで受験計画を

全うし、実力を十分に発揮できますよう、皆様のサポートをお願い申し上げます。 

 

【 3学期行事予定 】 

１月 

６日（月）７日（火）共通テストプレテスト 

８日（水）始業式 

１５日（水）生徒登校禁止（高校入試関連） 

１７日（金）共通テスト激励会（午後放課） 

１８日（土）１９日（日） 共通テスト本試 

２０日（月）自己採点（５限放課） 

２１日（火）～ ２月２１日（金） 

個別試験対策特別講座 

２５日（土）２６日（日） 

出願校決定三者面談（該当者） 

２月 

～２１日（金）個別試験対策特別講座 

２５日（火）国公立大学前期試験 

２６日（水）中・後期受験者集会 

３月 

４日（火）卒業式 

８日（土）公立大学中期試験 

１２日（水）国公立大学後期試験 


